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月;i官チリー大地震の調査

木 ?畢 綬

内容:-1.緒言・

2. 震央，ー震源の深さ，及び，震源に於ける護震時.，

3. 世界各地の観測結果に依る諸相の走時曲線.

4. 本邦に於ける諸相の観測結果及び走時曲線.

5. 本邦で観測された諸相の振幅及び週期.

6. L相の振動方向の調査.
7. VV2波の験測結果と kの値3
8. 結語 ， ， 

1卜.緒言昭和 1日4年 1月 2お5司3時 3沼2分頃 (ωG

の C白hi山lla剖叩11市附近に非常常‘に大規模注地震が起つた.震央に極近い Chillan，Pa-

rral， San Carlos， Egun等で、は被害が，甚大言、死傷者数寓を生じたと報ぜられ

る程であった.地震の規模から云ふと昭和 8年 2月 23日智利北部の Arica

附近に起つ泥棒震と大鐘同じ程度のもので近頃稔左大地震であった.昭和8年

の地震に就いては気象憂の森田技師が詳細に調査されてF 共の結果は既に後表

されてゐる， 二』

筆者は今同昭和 14年の地震に闘い外園の観測結果を封照しつ L主として

本邦に於ける観測結果に基いて調査を行ふ事とした.

本地震の震夫は後に述べる様に 72015'~.W， 36045' Sと求められる. 従って

封震央は 1070，45'E， 36045' N で北支，西安の北方約 200km'の地黙に営る.

本邦地震観測所ほ，大部分，震央から約 1500乃至 163
0の距離の聞に含ま t

れてゐる.、筆者は中央気象墓地震課に於て本邦地震観測所のうち，36ケ所の

地震記象に就いて詳細なl験測を行ふととを得て，之等地震記象上に明瞭に記

録せられた， P1'， Pz'， Pi! SKP， PP， SKS， PPP， SKKS， PSKS， PPS， S8， 

SS8等の貫韓波及び L，vVz等の表面波の走時を調査した.叉 P，'pp， 88， L 

等の振幅と震央距離との関係並びに S8，L等に依る土地の振動状態を明らか

くり Seismological Despatches: GeorgeもownUniversi句羽Tashingもon，
/ January， .1939. 
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にし，且つ L及び vv.l.の観測結果から表面波に封する吸牧係数及び速度を求

めるとと等を試みた.ヨえにその結果の概要を報告する.
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責主 2 岡 本邦各地に於ける等 A線
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2. 震央，震源、の深さ，及び震源、に於ける授震時

8trassbourg， U.S.C.G.8， J.S.A.英の他数個所の報告により y本地震の震央位

置?震源に於ける稜震時及び、震源の深さ等を表示する之第 1表の如くである.

此等の値及び外図の地震観測結果に基き雑誌 Natureに報告・された所による

/ と震央偉置は 36045FS.72015d〉と推定され〆てゐる・本文ではこの震央位置を

第一近似値として，筆者が現在迄に調査する事の出来た限りで外図の材料及び

本邦の報告をもゑHHして走時曲線を調べた所Kよると，大韓之でよささうであ

るからp 結局第二次紅似法を行は宇、VL，上記の{直を震央位置として採用する事

にした.

震源の深さに就いては第1表に示したやうに 75kni乃至 250kmの範圏に

輿へたものもあるがp 震央附近に於て，斯くも大被害を惹起した事及び各地に

於てフ表面波が明瞭に記録された事 nv2;¥vp，の観測もある.)等により，震源

の深さは極めて浅いものと考へられる.本調査に於ては仮に震源の深さを零と

じて研究を進めた所が，従来得忘れた結果と殆ε矛盾する所はたい.

<.. 437) 



。
震源、に於ける後震時は外圏各地の値は第1表の如くでる'るが，筆者が本邦に

於ける P'lの走時曲線、と， J. B. Macelwalleの浅護地震の走時表とから求めた

所によると， 3時 32分 10秒とたる.従って以下の調査に於ては，3時 32分

10秒を震源。に於ける稜震時として採用した.

即ち:ー震失:720 15'W， 36045'8.震源の深さ:極めて渓し
震源、に於ける護震時:3時 32分 10秒

紫 3 闘 世界各地の観測結果に主る諸相の走時‘曲線
賀線は Macelwane(浸護地震〉の走時曲線
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Station 1 ~I P eP 14181 PPISS 18kslP8 18kkslL 
3h 3h 3-'" I 3h I 3h ， I 4h 3h I 4h 1， 3h I 4h 

San H4.059 e45 39 i56 
01 Fernando 
'i56 V 1. 

Cδimbra 9弓.08] e45，， 24 一 10 
Malaga 95，086 e45 47 e49 59 

57 . 
AIger 96.C'4 e46 10 33 
Carもuja 96.06 一 45 i4958 53 '1 r. 
Granada 

46・ i4950 Tol elI 0 98.01 。。
Tananarive 101.03 e50 10 e56 37 
Bagneres 102，061- 一 e46 17 j 'i5648 
Marseille 105.08 e46 32 一 e56 53 
Paris 107.03 e46 13 一 ;'57 08 
Kew 108.01 f46 31 一 一 51 01 05 53 i5705 
Heuchaもel ，08."8 e46 39.1 '- e57 

13.1 . 
/ 

Ucc1e 109.03 i46 47 一 一 00 35 
Basel 司 109.04 e46 43.5 一 eOO 一 一 46.0 
Zurich 109.09 e46、45.2 0029，21 ' 

Sもrasbourg110.01 e46 40 一 fi5718 
De Bilも 110.05 'i46 50 i 57 ，20 
Padova 1:0，09 一 e50 43 (0546 
Stuttgart 110.09 r46 51 一ー i5825 
Tarenもe 111，08 ぜ4652 イ5830 
Trieste 112.02 

(P') 
5726，3 50 59，8j 

Jersey 1J2.06 一 e45 50 e58 
一 一20 
01 23 Hamburg 11308 e47 08 

5ケ34i5735 01 1 11 - 20 
Praha 114.05 一 f47 50.5 e57 36 ‘シ

Beograd 115.口9 eP'50 53 i52 261 - ( 

Aもhenes 116.02 P'50 55 一 ー- 01 30 
Budapesむ Jl9.04 P'50 51 一 日5756 01 4 8 ー
Bucarest 122.03 一、 47 i5246 一4 5 
Ksara 115.01 e5202 

Helgoland 113，06 一 e5153 7 24 iO1231JeN16一
eE18 

Kew 108.01 ipP; 31146"'53日， ipPP; 3h51Dl19s， isPP，3hδ1'''328 ， 1:sSKS; 3h 

Hamburg 113.08 57
1"538， iSSS; 4h1011139日， Hamburg PPP; 3h54m39s ， 
ScPcS; 3b57m35S， 3h581ll478， SSS~ 4h121日358， V¥T.

1
; 7h42111. 

Helgoland 113.06 SSS; 4h11 m28s ; W 2; N. 5h2711L-5h2811くmax)

ー
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3. 世界各地の観測結果による諸相の走時曲線ぐ500くAく1800) ， 

世界各地の地震観測所の報告第 2表により P，P1'， P/ SKP， PPP， SKS， 

SKKS， S， PS， PSKS， PPS， SS， 8SS， L， vV'!.等の諸相に就き，震央距離が

約 50()か.ら 1800 に近い範園に於いて走時曲線を描くと第 3園の如くなる.

園の曲線は，震源に於ける護震時を 3時 32分 10秒として Mucelτvaneの

走時表によるものである.

紫 4 園 殆ど凡ての観測{直は之等の

世界各地の顧問結果に主る L及びW2の走時曲線 曲線によって可成充分に表は
賀線は観測値.知線は Macelwaneの走時曲線
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されてゐる.

特に震央距離 1100 乃至

11.3m 1700 の範闇に於ける，L及び

vV2 の走時曲線を第4園に示

.す.此の園で@印は Helgo-

l川Oω3m land 

さ-れたw下2の{値直でで、?他の鮎は
9Sm

走 凡て本邦に於ける観測値で、あ

ヨ3m
るがp 之等の分布も一本の直

日寺
線で可なりよく説明されてゐ

8S
m 
る.叉 L は凡て本邦に於け

る観測値を示してゐるが，賞

線は之等の{直員三最小自乗法で

7Sm 表はしたもので・ある o. 破線は

73問

Macelwaneの L の走時表に

依，るものでy 之等 Lの値を
I . ，'1/ I 

4h 4o'l l/I' .J 68m - 比較すると爾者に於いて可成
I! o. 12ぴ 130.140' 15σ16ヴ 17ぴ、

ZE 天 ~E i1la C度〉 りの相違が認められる.此の

事に就いては後に詳述する.命 Hamburgぐ1:::.=113.08)では VV2 は観測出来

たかったが，第 2表に示す如く， 7時 42分に vVaを観測してゐる.
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4. 本邦に於ける諸相の観測結果(主として走時〉及が走時曲線.

i)観測結果本調査の主左目的である，本邦各地観測所に於ける地震記象

紙について詳細に，凡ゆる相を験測した:之等の結果の中 P/，P/，・i，PP， 8E.:8， 

PPP，8KK8等の後現時を第 2表(芙のめに掲載する.

紫 2 表む其のめ本邦各地の観測に依る諸相の護現時

観測所 l1l 1A + 回。 p l p l包 1'8引 p!.1 悶 1P!'; 1
6
割3h 九 3h 九 3h 3h 3h 

1n S 1 lU一 S 1 1n 日 SI 11.1 .SI m SI m 

札盛根八丈室幌島岡 50 30 
一 一一 (56蜘一一 41~51

5553334236 91 、
E5154.5152 07.0152 40.5155 28.5155 57.51 159 27.012 41 
- leN52 '111 156 13.0 ←一一
E52'02.3 一一

仙柿幅宮東 藍京島崎同

53 44 Z!l158.汚Z5215.5 52 36.0 56 11.5 59 13.6 2 47.5 
53 59 E5201.n 52 13.0 52 ""，38.0 55 55.7 55 56.5 59 09.5 
h400 1 N5200.1) 56 18.5 
54 01 Z5159.0 52 39.0 55 31.5 56 05.8 汚8 54.8 59 34.0 
54 13 52 14 (e5549.!:!) 

秋三 橋府島田
54 29 Nfi201.0 55224402..5 0 54 4尽 Z5159.尽52 12.7 55 17.0 Z55'58.5 58 38.5 与946.0 306..q 0: 
54 54 Z5159.6 52 11.5 52 43.5 56 01.5 58 35.5 04 

長同甲IJ 野 55 11 N - 52 13.0 52' 43.5 f，6 23.11 
2 41.51 55 39 N52DO.6 52 44.5 55 20.0 Z5621.0 58 54.3 59 34.5 

富車輪淘名古l 屋岬島山山

56 20 Z5201.4 52 18.!l 52 45.4 fi6 18.3 
2 50.01 R6 26 E 00.5 52 22.7 56 ]，6.5 

56 41 N 003.0 52 25.6 52 48.0 55 20.5 56 22.0 59 06.8 与9，26.0
56 46 Z 01.fi 弓2 22.5 52 45.5 55 21.8 56 24.5 59 01.9 59 41.9 
56 53 EN 01.8 52 31.0 5:1 49.3 56 10.3 58 49.0 59 28.2 

豊清神犬高、 知水阪岡戸

5578 .22 N5201.6 52 22.6 52 50.4 55 28.5 Z5629.7 58 43.6 59 28.5 
09 52 51.1 55， 19.9 Z5635.5 58 51.0 59.36.0 
58 43 Z 06.4 52 32.8 Z5610.6 58 46.5 ろ94υ.5 2 55.3 
58 57 (5517.4) (5817.4) 
57 40 N 05.6 52 34.6 55 41.3 

松宮積名屋久崎瀬山島田

59 25 N 04.1 52 59.7 
59 53 Z 05.0 .12 41.0 53 02.0 55 30.5 Z5655.1 58 59.9 59 59.9 3 07.5 
59 54 52 46.0 53 '03.3 δ6 51.5 58 32.2 59 51.8 3 00.5 
60 04 Z 04.5 52 47.2 55 21.6 Z5658.5 59 09.5 411 08.0 3 19.0 
60 13 

福蓋花主宮蓮占束港席島岡

6601510 5 Z 09.4 52 56.0 56 06.5 Z5702.0 59 09.0 00 15.5 2¥ 45.E 
E 02.7 52 55.5 55 36.0 一 59 02.5 一

61 54 E 10.5 . 55 26.5 56 54.4 00 29.0 一
62 34 ， - 57 12.1 一
63 09 55 '35.2 58 49.5 0021.5 3 20.5 

墓北 63 2' IZ 10.7 53 15.6 55 46.0 56 52.6 59 57.3 00 33.5 3 20.5 
仁川 64 56 53 10.5 57 56.4 一 01 15.3 4 20.1 
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、 事 2 表(其のめ本邦各地の観測に依る諸相の護現時

!観測所 命。 IPSKS I PPS I SS I 8SS I 其の他の相
+1 471， 14九 |4凡 471， |、
! I Jll S I 日 111 日 111 日

根π可ト室由- 5503 3209 6一02 ・9一03116 一16120 一48.5 グ

札/、.:A.幌".苓 53 36 一一一一

盛岡 53 41 一 一(、戸iE7， 1刷4.6Q¥ )一
イ山 塞 53 44 1 6 18〆 906.51~~j O土2.ロ.5ノ 1 4 h 04 m 24.5日 4h 10 ni 33.5日

柿H富東騎 岡 田 5916 16.71 116 I Ah 10
m
40
R 

京

島
崎
54 01 1 - '1 9 08 116 06 120 48.51 4 b 10 m 51S 
54 01 一一 16 32 120 58 1 _4 h 10!:?: 57日
54 13 一一 16 35 120 49 1 '3 h 58 m 06.45 

忍k 同 54 29 1 6 54 1 9・19.5116 47.51 .1 4 h 04 m 52.5日

一一 橋府野島 54 45 1 Z6 12.5 一 一 .1 . 4 h 04 m 30 R ; Z.4h 10'11 48.目
54 54 1 6 '13.21 9 09 116 42.5121 28.61 4h 10 m 41 R 
55 11 1 6 15.21 9 13.3 117 16.0121 22 

前甲 55 391 6 14.31 9 43 117 担.5121 27 4 h 04 m岨勺引 10山 H.S
長名古屋 56 20 1 5 42.51 9 18 117 30.5 121 06 

輪淘大重富量 山 56 261 19 42.31 121 52.51 4
h
04
111
'55
s
; 4
h
10
m
43.
s 

島
岬
阪

山 56 41 ナ → 9 36.51]7 43.尽21 16.514 h 07 11114.0s 

56 46 1 -'  1 - 117 20.0今1 03.5 
56 53 1 6 46.51 9 49.5 1 121 21.5 
572210  409 451741.52210.6 

君豊諸南 岡 58 09 1 6 58 1 9 485111 39.5122 22 1 3 b 54 m 57.4s; 4 h 04 m 23.s 
生日 58 43 I 6 45 1 9 56 117 34.5 ← 

実 *158 571 -- 1. 1(17 22.0)122 28.9 み

，戸 57 40 1 6 49 1 9 . 45 117 45.0 122 22.8 1 4 h 04 111 56 s ・ 4h 11 111 40 s 
山 59 25 一一一 1Z : 3 b 53 111 25.7同

r邑4‘ 時瀬島 59 .53 1 110' 06 一 一
名 59 54 l' 6 42 一一 (18 14.9)1 3 h 53111 46.78 

演宮屋古

久 ，160 04 1 110 03.51 122 14.91 . Z : 3 h53 m 31.3" 
回 60 13 I ;- 118 09.5 ー

島 6050t ~- ¥10 02 ¥]8 . 00 t t 4 h 04111節目 4hl1.m29s

重
花
大
蓋

荷

蓮

j

東
港
五聞

官
b 

61 15 7 03 10' 15 18 37 23 08.5 
61 54 1 7 08 110 25 118 11 123 26.5 
62 34 一一一一
63 .09 t - 110 24 t '- 123 48.9 
63 25 1 7 18 1 - 116 18.5 1 -~‘ 

仁川ト 64561724.9111 47.9116 31.7123 26引

ii) P1'， P::'.-i相

Pr'は振幅が極めて小さく飴り明瞭には出現せ十，脈動の多い地方では，護現時

を正確に求める事は望まれない位であった.叉上下動成分は水平動成分に比べ

て比較的よく出現してゐるので?表には上下動成分による値が多く掲げられて

ゐる P:'/は P1'に比べて振幅は大きく週期も長く現はれてゐる.文 P2'より
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少し遅れて P:/とSKPとの間民可成り明瞭に出現した相があったので3 イ良に

之を 4と託す.この i相は震央距離 1500 から 1600 の聞で P/から約 45

秒乃至 60秒位遅く，出現してゐて(第五園参照〉hcdmJ;〉の走時表には
載せられてゐたいが昭和八年の智利の地震の時にも此の相が明らかに出現して

ゐた.此の相を説明する震に或は此に地震は幾分深い庭に起ったものではない

、かと考へ Gutenberg-Richterの深さ jOOkmの走時表に依b，. Pl'の走時曲線

を観測値に合はせて描いて見ると Macelwaneの走時に依るよりも 5秒小さく

すれば.合致するので此の走時を基にして PムpP/，pP/，SP1， PP， PPP， SKKS 

等の走時曲線を鎖線で入れて見た庭が第 6園の如く友り，何れも 4相の此等の

観測値を明瞭に説明する曲線はたい.

叉 pp(黒賠)は鎖線 (H=100km)の方が，賞線よりも近いが PPP及

び SKKSは貫線に近い.

新くして此の地震が多少深庭に起ったとしても此丈の材料では正確に、深さを

定める事は出来ないので，結局 2で述べたやうに震源は極めて潔いと考へて

よいゃうである.第 6固に賞線で示した P1'及び PPの走時曲線を描くにはt

最小自乗法によっ.て， P1'は A'l.の項迄採り PPはムの項迄採った.尚之等

の結果は第 3表に示した.

iii) PSKS及び PPSの走時

. PSKS及び PPSは週期がかなり長く，叉上下動成分には殆ど出現しなか

った.第 7園に之等の観視H直と Macelτvane の走時曲線を示す.固に於て

P-SKSをー霊園で示したが，之より少し後に二重固で示した観測値がある.之

を絞りに e相と名付ける事にすれば，此の相は震央距離 1490 がら 1640 の間

で，Pl'から 15分乃至 16分位後に出現してゐる(第 4表参照).

之は比較的明瞭た相でy 且つ週期も長く，此の走時を第 8固に入れて見る

と PSKSρ走時曲線がム軸とたす傾と極めてよく似てゐるし， PSKSとは

僅かじか遣はない事が解ったので S:CSZSJでは友いと判断する事にした.

(1) -J. B. Macelwaneand F. W. Sohon: Introducもion，to Theoretical Seis-
mology (1936) p. 252 

く2) B. Gutenberg. eもC.F. Richter; Publicaもionsdu Bureau central Sei-
smologiqpe international~ Serie A: Tr~vaux Scienti:fiques， fascicule 
15-1937. 
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青写 6 国

本邦各地の観測に依る諸相の走時曲線破線.Macelwane .の走時曲線

鎖線 Guもenberg-'and RicT.もer(FI=lOO)の走時曲線
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集 7 闘

PSKS及V:，PPSの走時曲線破線:・Macelwaneの走時曲線
鎖線i、Guもenbergane Richもer(H=lOO)の走時曲線
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集 '3 表本邦各地の観測主り最小自乗法に依って求められた

P'l， PP， SS及び L相の走時函敷

P¥: n=24 ε=1.259 適用範圏

(1) T=(3h 511喝3.5日 +3.S 73)干l.S25(~-153.5)ー0.SO)97(d:"'153.5)2 i530くAく1640
土0.027 土0.285 土0.010

PP:η=26  

.(2) ~=(3.h 55m55.S0十7.S6)+6.R 82(d-153.5) 

SS: n=19 

く3) T=(4~16moos + 25;S4)十15.S'96(d-153.5) 

L: η=24 

く4) T = (4h42mOOS十45.85)+ 30. S28(d -153.5) 
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集 4 表 ¢相の表

観 調q
1000 A 
+ |最大日|週 期

III s μ R 

父 島 490 23' E34 09.3 

八 丈 島 530 29' 34 36.7 ， 

盛 同 530 41' E34 28.2 

急k 国 540 29' 34 44.8 E~ 8 6 

目路 ，島 540 01' 34 35.4 

甲 府 550 11' 34 50.1 

潮 出甲 560 53' 34 57.5 ， E: 201' .1 22 

'高 安日 580 43' 35 04.8 

名 瀬、 590 54' 35 31.9 

大 叫l 630 09' 35 15 
N: 36 18 
145 24 

S'波の存在K闘しては，既に諸家の大いに論争る所で遅うるが，我園に於て

事‘ 5 表 は最近本多博士は核 (Core)

pp及び SSの観測走時表 (0)とMacelwane(M) の内部の剛性に就いて ScS
の走時表との比較 (1) (2) 

波の観測{直と理論との比較か

A 
pp 
O-M 

日.

1530 15.0 

154
。

16.6 

1550 17.3 
， 1560 19.0 

1570 19.8 

1580 21.4 

1590 23.0 

1600 25.0 

1610 25.9 

1620 28.5 

1630 28.4 
" 

16~1: 0 30.1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

SS 。-M
111 自

03.1 

09.7 

14.6 

186 

23.8 

29.8 

34.5 

40.7 

47.1 

53.6 

59.2' 

ら校の内部は殆ど液謹の如き

ものであると云ふ結論に蓮し

た.故に最近では Coreの内

部を S波が遁過し得ないと

云ふ事になっでゐる.

(iv) PP及びssの走時
第 2表に示した諸相のう

ちで pp及びssはかなり明
瞭に出現してゐる.但し之等

の相は前騒波の振動中広あ

り，験出はかえにり困難なもの

もあった.之等の相の走時曲線を最小自乗法によって描き?震央距離 153度

-
(1) 本多弘吉 ScS設の観測と地球内核の剛性に闘する問題，験震時報.集8巻1.
(2) 本多弘吉，杵島，窪田; 地球的核の表面に於ける地震設の反射及屈折.験震時報
策 8巻.115. 
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から 164度に就いて Macelwaneの走時表と比較してF 第 5表に掲げる.こ

れによると ppの走時は約 15秒から 30秒位， S8は約 1分から 2分位

1VIacelwaneのものよりも遅く在ってゐる.昭和 8年の智利の地震の時(文献

(2)森田を参照〉であ之等の相は矢張り，此の範園では今向と同程度の相異を生じ

てゐる.故に之等の相異は智利の地震に特有のものでは危いかとも思はれる.

倫之等の内で S8は特に東西動が卓越Lて出現したからy 観測値の大部分は

東西動による讃取値である.ppの走時曲線は第 6固に SS及び 8S8の走

時曲線は第 8園に示す.此等の固に於て走時表 Kは無いものも悉く讃取った

事 8 園

ss及びsssの走時曲線
賀線は観測値J破線は Macelwaneの走時曲線

25 

52" 
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侶 151 153' "15イ 155. 156. 157" 155. 1日。 160. 16t" 
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{直を言己入しである.

ぐv) L相の走時

本文では一番始めに出現じた週期の長い表面波を Lと名付ける.Lは極め

て顕著に設現して台り，稜現時も他の前駆波に妨げられる事はなし最も正確

に讃取る事が出来たそ上下動成分に於ても優勢に出現して此の成分の殻現時は

水平動よれ多少早いので第 6表に示した観測値には譲み取った成分を記し

である.その中でも最も穎著に出現したのは東西動成分であった.

Lの走時の観測結果を園示すると第9園の様・にたるので.此等の値を最少自

乗法に依って表はすと失の様に友る(園には此の値を賀線で示す〉

T =14h 4211145.S5+30.S2S(ム-153.5) . 153~くムく1640

;向此の走時曲線の傾きから求めた L波の速度は V=3.67km/secである.

Lは凡ての観測所で、極あ七明瞭に記録され，その稜現時を表はす黙の分布は園

策 6 表本邦各地観測所に於ける L相の護現時

観測所名 ! 円0
0.I L 1観測所名 l H00 L 

4h 4h 
。 ， m 日

。 m 向

父 島 49 23 輪 島 56 46 E:44 41 

根 室 50 30 湖 出甲 56 53 E:44 43 

八丈島 53 29 E:42 56.8 大 阪 57 22 。(E4403.7) 

ヰL 院- 53 36 豊 岡 58 09 E:45 28.7 

盛 岡 53 41 i 42 高 会日 58 43 E:45 、09.2

Z:42 清 * 58 57 E:45 2t イ山 塞 53 44 E :423340 .3 
柿 同 53 59 E :42 53.2 話申 戸 57 40 

町員 島 54， 01 E :42 38.9 松 山 59 25 

富 崎 54 01 (E(Z:4432m0455 ) 
，凸4内.
崎 59' 53 E:45 49.5 

名 瀬‘ 59 54 
東 示 54 13 ( 42 48.2) 

1 ノ

屋 久島 60 04 E:45 48 
老k 国 54 29 E :43 20.4 

護 国 60 13 E:45 57.5 

一一 島 54 45 (E:43 制Z :43 ]8.4 宮古島 60 50 E:46 壬2.2、

前 橋 54 54 :43 40 町民 問 61 15 46 14.5 

甲 府 55 11 E :43 20.7 蓋 東' 61 54 

長 野 55 39 花蓮港 62 34 

名古屋 56 20 Z :44 23.3 大 時l 63 09 E:47 56.9 
宮、山 56 26 E:44 40.4 塞 司b 63 25 47 56 
亀(山 56 41 E:44 03 仁 )1( 64 56 (44 17.2) 
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の如く直線一上にの?てゐる・叉記象の型から見τも(第四国参照〉規則正
しい表面波で太平洋底丈を通過して来た代表的なものである・然るに第9園で

観測値(賓線〉とlVIacelwane(破線)の値とを比較すると，震央距離が此の範圏

て約2分徐りの相違がある.之等を吟味する震にヨえに Pl'と Lの走時差を震

未距離 153
0

から胤0 の聞で賓測と Mac伽 aneの走時表によるものとの差

を取って第7表に示す.之に依る・とム=1530 では2分 22秒 A=1600 では
2分 07.5秒となり此の範園で約2分徐り Macelwaneの値よりも早く出現して

ゐる.向 M相は今度の場合には飴りよく稜現してゐなかった・〈記象型参照〉

4
h 5d派員三

49 

48 

47 
3量

E見

46 

時

44 

第 9 国

本邦各地の観測に依る L和の走時曲線

賀線: 観測値破線 Macelwalleの走時曲線
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集
円

4

、
表

L-P1' に就いて Macelwaneと観測値との相異・

A L-P1' A L-P1' 

m 日 111 日

1530 2 21.5 1590 2 08.3-

1540 2 2L3 1600 2 07.5 

¥155口 2 ・ 15.0 1610 0 ・4 08.0 

1560 
~. 

2 14.9 1620 2 0].9 

1570 2 13:7 1630 2 02.5 

1580 2 '07.4 1640 2 02.2 

5. 本邦て観測された諸相の振描及週期

(i) P'， PPの振幅及び週明

第 8表に本邦各地の観測より求めた P'，PP，及-びssの最大振幅及び之に封
臆する週期を掲げる.第10固に.

紫、 10 園

④三成分， 0二成分， e一成分 はp'の最大動の振幅と震央距離

との関係を 1530くムく1650の問

で示す.但しと LにP'の最大振

幅と云ふのは Pl'が設現してか

ら一分間以内に於ける最大振幅

を意味しP:/に属する部分も方、

鰻含まれてゐる.向一分間以内

の最大振幅を採ったのはy 嚢に

/ 

lμ 

45 

P 
の
最 40
大
t反
~5 

~ 30 
初
動
よ
リ 20

分
間
の 15
Ii 
大

一一、記した様(t[Pl'の初動は極めて
i50れ 153・ 155' 1St 159・-151' 163・ )65")65"

震央距・離 小さく初動の振幅で比較する事

'は不可能であるからである.国を見ると P'の振幅は 1530~ßく1650 の範圏内で

先づ震央距離が大きく怠ると念にIJ、さくなってゐるが， 1570を越すと大した愛

化をしない様である.P'の振幅を讃取った所の週期はムの之の範閣では大した

嬰千むを示じてゐたか9 た.但しと lK週期は護取った各成分の平均値である.

第 11固には ppの最大振幅と震央距離との関係を示す.PPの拡幅の減衰

放態は p'程念ではない.第四園に ppの最大振幅の出現した所の週期と震央

/ 距離とq関係を示す.此の範園宅、は週期は震央距離の増加に従ひ幾分長く友つ

(451 ) 
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てゐるやうである.

Cii) SSの振幅及び週期、

SSの最大振幅が 1490 くムく

1640 の聞で愛化する有様を第

13固に示す.此国で黒黙は一

成分丈の観測値であり白鮪は二

成分の合成値である.

SSの振幅が震央距離に関し

て次第に減少して行く朕態は

Pl'._の場合に比べて緩やかで、あ

る.

SSは極めて顕著に出現して

振幅も週期も極めて大きく，所

、に依つては， L波よりも大左る

所が多い併し上下動には殆E

出現せすち水平動によく出現し

てゐ.る.叉之等の値は殆ε全部
が東西動成分の振幅の方が南北

動成分の振幅よりも特に大きく

出てゐる..第5園の記象の型を

見ても Pl'や ppの大さが東

西動と南北動の雨成分では殆E

同じ位であるのに SSの振幅は

東西動が極めて顕著である.此

の朕態を調査する魚t亡，東西動

成分の最太振幅と之に撃す廃する

4 南北動成分の最大振幅の値から

此の部分の振動方向を地園上に

記天すると第 14国q様に友



る.圏中に封震犬の位置を示しであるが， ssの振動方向は殆ど封震央の方ι
向つてゐる事が解る.勿論地盤の影響や地震波の屈折等の影響があるにしても

此の波は，波の進行方向を含む鉛直面内に振動Lてゐる様に考へられ卸ち SH

波の如きものでは無く y 波の進行方向を合む鉛直面内に振動する SV的の波

である事が想像される.

. 

第 14 国

本邦各地に於ける SS波の水平成分の振動方向く破線は等ム線〉

110 

40 

30 

120 

(iii) L波の振幅及び週期

事 11) 間

45 

のし
40 

gヰト 。 。
。 00。。 。

301 

25Lームー
150 155 

一→ム

130 

~40・

U30・

/¥〆 / 

155" 

。

160 

130 140 

L 波の最大振$;及びその週期

の観測値は第8表(其の 2)に示

す.之等ば三成分の合成値を求

めたが"地震計の欣態等で止む

を得ざるもの丈は，二成分叉は

二成分の値丈の所もある.第 16

固には Lの振幅とムの愛化を

155 示す.第 15固には週期と Aの

(453 ). 



、闘係を園示したが，表面波の遡期は斯る遠距離では殆ど一定の値であると云

E紫 16 園 ふととが， K. vVegener・(1912)等

L 
の

I-'lOC 

1200 

1000 

最 800

大

詰600
μ 

400 

200 

149 150 152 154 156 158 160 162 164 166 

A 

表はして見ると，次の如くなる.

に依って云はれたが，第 15園を

見ると此丈の狭い範国ではある

が， (1490くムく1640)未だに震央

距離が増すと柏主増加をしてゐ

る様である.

第 17固には， L波の拡幅の

鈎数を取り， logムとの関係を調

べたが之等の値の分布が直線的

に減少してゐるので最小自乗法で

log AL= -0.55 l~g s+2.77，J 
，. 

• 13Pち此の様た遠距離 (1490くAく1640) で此丈の 150 位の範園であ，るが，表

面波減衰の欣態が見掛上ムの 0.55乗に逆比例してゐる事を示してゐる.

次k.L波の最大重力に於て，との波の拡動方向を調べると，第四国に掲げ

る様に等 A 線に殆E直角で封震央の方向に向ってゐる事が解る.

事 17 国 L 設の減衰
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ー欝 18 国

本邦各地に於ける L波の7Jc.平成分の振動方向.(破線は等ム線)

1 iO 

4σ 

30 

13.0' 140' 

葉、 8 表(其のわ

観所測
A P'(最大振幅)

' 値成合t
週期 、平 PP(最大振幅)

合成
週期 平

100。
MNIMEIMZ TNITEI~ MNIMEIMz TN I TE I Tz + 均 値 均

楳札盛食八丈室品島幌岡11岨50om30' 

1μ 6 4μ 2 
μ 
4μ 5 

z、 百 t当 8 /' μ μ μ 自 tヨ 日 自

3.4 3.4 3.4 
2 :{. 2.5 

53 29 20 18 20. 35 2.9 3.3 3;3 31 11 14 181 ---' 
53 36 3 2.6 2.5 2.7 
53 41 

f柿扇富由 華
53 44 4 8 22 24 2.3 3 2.8 2.7 6 9 4 121 3.1 4.1 4.2 
53 f9 9 9 14 19 1.9 1.7 4 2.4 6 5 17 191 6.1 6.5 4.8 
54 01 3 9 5 1114.5 6.7 δ.9 

枇 崎岡島田54 01 31 3ろ 16 48 4:5 3 3 35 23 31 5 3914.5 6.9 3.2 4.~ 
54 29 20 8 22 2.9 2.9 2.9 2 20 2013.9 68 5.3 

三前長名甲古橋島府野屋且 45一 一 一 一 -11 3 18 1 23 1251 4 2 1 4.2 1 64 1 4.9 54 54一一一一一一一-¥1 8 1 30 1 10 1331 [) 61 6 U 391 5.2 
55 111 251 19ノ一一 31L7-12.4 812 917323.234.O 5 3.1 
55 3HI 15 1 30 1 2 1 34 1 2.81 1.11 3.61 2.511 9 1 - 1 17 1191 '2.81 1 4.0136 
56 201 11 1 15 1 14 1 23 1 3 1 2.91 2.11 2.711 2 1 15 1 8 1171 3.21 53 1 3.714.1 

重論調大富量 山fi6 261 6 1 6 1 - 1 - 1 2 1 3 1"--1 2.511 28 133 1 - 1431 6.31 6.31 - 16.3 
島山56 41 14 12 14 23 2.9 3.1 16 25 6 7 9 E6 28 3 2 51 4. 1 4.1 
564tt788 -111.7171.918547483.326483.6 
岬阪ゐ6'531 7 1 8 1 9 1 14 1 - 一 -1 "-i 11 .~ 11? 1-= I~~I 5.~ 1 6.~1 ~~. 1!5.3 
57 22 一一 i一一一一一~ 11 20 I 29 I 6 1361 4.31 4・6153 13.95 
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額損所リ
A lp(最大払吋 平

1100MN1MElMZ TN|TE|TZ 均州叫MzlilTSI叫Tz J句
:，)8009'1 '2 H 0 44 pA 3 μ42h 8 2¥13月.312討.7μ1 μ4μ1l14μ3討.1 

H R s 

情岬松豊高 知岡戸J山h 

3.1 2.7 2.95 
ラ8 4.31-- 一一 一ー 一-11 14 26 1 - !301 8. 6.2 7.1 
号8 571-- 一一 -11 4 3 1 - 1513.2 5.4 4.3 
57 401 7 3 . 812.6 2.6.1 --1 2.611 6 61-ニ 813.9 7.4 6.8 6.1 
59 251- 一一-11 4 一-1 161171 32 6.4 4.8 

漬宮宮名屋久崎瀬島田

59‘ n3 9 10 14 1916.0 5.2 2.5 4.5 
59 54 4 4 7 3.0 2.5 0 ・d 2.7 リ戸 ! a 6p '2 61 3.5 3.弓 3.5 3.5 
のo04 3 4 5 7 2.2 2.2 2.2 2.2 2 4 5 714 4.6 4.4 4.3 
60 13 3 4 5 2 2 3 2.3 3 4 14 1ら 4 6. 8 5.6 

古島60 50 9 5 12 .15 2.9 7 5 5 15 9 10 2016.3 5.4 5.8 5.8 

墨花福大 束港町j岡b61 1且5 
4 4126 2.6 
9 7 ， 4 12 1 3.5 5.5 4.5 4.5 22 11 11 271 6.4 6.0 5.0 6 

墓蓮 666偲213 担029 5 
5 -13.3 

2. 1 212.8 2.8 2.8 3 一 -16.4 
l~ 4 14 13 2 2.6 2.5 5 6 d 戸 912.8 .4.7 6 4.8 

事 8 表く其のめ

観
A 「吋)12l週期 .m. 「の最式吋 Lの週期 平

調所u 
1?MNIMBIMZ TN|TElTZ 均 MNIMEIMz TN ¥1'E ¥TZ 均

μ S R 日 S ，. 
4μ 00 
μ， 
4μ 59 

E奇 Fろ 日 自

根父八丈室島島
554 34 34 34 225 35 36 36 

50 301 -1- 一
53 29[(278):(665) (3182 〉(4430.〉5 100 550 825 997 25 37.5 37.5 33 

札幌巧3 361 2741 8リU 28 
盛岡53 41 1543 26 

仙蓋.13 44 571 680 682 27.5 38 -133 60 226 250 34~ 28 344 29 30 
柿岡53 59 2181 7hO 781 39.5 44.3 -14~ 95 497 31806 0 588 36.3 !{3.313R.5 34 
踊.島54 01 f46 2~ 33 ー-127 55 24<1 309 22 26 126 

23釘~I!両富火 崎問
'14 01 1281 5弓O .565 23 31 -.127 208 1000 6¥;0 1185 '27 34 135 
54 29 - 1520 35 67 280 288 26 29 !-

三島54 45 240 380 1000 1096 29 31 

前 橋府54 .t:.4 く87)[701 33;5 48 -141 290 500 42 580 
55 11 - 1790 35 900 361 -

長甲 野55 39 
名古屋56 20 125 150 450 490 30 34 133、32 

亀輪富 島山山
56 26 110 1100 1105 30 41 36 217 410 465 33 35 34 
56 41 192 35 35 
'，6 46 (91076 〉248 く3263〉34 :14 30 128 160 207 24 37 35 32 

潮大 岬阪
56 5ヌ 699 721 45 39 。83 384 393 29 39 31 
57 22 71 555 560 26， 35 31 200 390 29 439 30 33 32 32 

豊岡 自8 09 270 40 -140 1主O500 51~ 31 35 33 
高知 ミ84'{ 一
清水58 57 119 53450 5 563 38 4益 41 

同松 戸山
ヤ7 40 54 349 31 41 36 57 172 400 439 32 34 35 34 
59 :J5 

宮崎59 531-
r 

一- 184 264 300 440 32 34 34 33 
名瀬59 541 2:10 380 38 40 
屋久島60.041 -

(635500 ) 
46 

23830 7 350 267 497 333 9.5 
35 34 34 

潰同 60ヤ町 く43)く，47) 93 300 498 32 32、36 
宮古島60 50ー 208 217 ~98 31 24 28 
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観

所測

メ蓋霊繭4蓮北港東I岡社

61 lfi 一
('3t5) 

146 42 42 

61534 4 395 (400) く33) 184 146 382 448 37 32 48 39 
62 

く(5444〕〉63 '09 
((18141〉) (q32300 ) (く2371〉〕 (43) 36 365 367 33 36 433 5 6325 300 152 336 48 37 

6. Li皮の振動方向

嚢に述べた様に本邦各地観測所の地震計記象紙tには殆ど全部.L相が記録さ

れて居る.又その初動も極めて明瞭に出現してF移りに到る迄，殆ど!司じ様な型

の振動をしてゐた.而して之等の記象中に表はれてゐる著しい現象はy 本邦内

地の観測所に於ては7 東西動成分の振幅が南北動成分のものに比較して，極め

て大きい事である.第四園の記象を見ても釘象しである P'及びppの遺の

記象の振幅はy 東西動成分と南北動成分とがF 殆ど等しMのに L波では東西

動成分の方が著しく大きくなってゐる.之は p'や pp等とは L波の振動方

向が共の土地によって異ってゐる事を示してゐる.

今誌に秋田 (~=154029')，大郎 (~=163009'λ 仙牽(ムニ 153044')，柿岡(ム

=153059'λ宮崎(ム=154001';>，潮岬(ム=156048')，屋久島(ム=160004'λ名瀬

(ム干 15~054')，宮古島(ム=160050')，及び墓東〔ム=161054')等 10観測所を

選んで此等の観測所に於ける水平動爾成分の振幅の差異を調査した.先づ釘震

央を結ぶ大国の弧と共の観測所の東西の方向とのたす角を?と名付け，之を

第 9表に示す.

集 9 表

観測所 A- 経∞|北

怠大た 回 1540 29' 1400 06' 360 

憂五1) 163 09 128 37 '35 

イ柿富山
153 44 140 54 36 

崎岡 153 59 140 11 36 
154 01 139 50 34 

溺屋名官肇 ， 古久 東師瀬島島

156 48 135 46 33 
160 04 130 30 30 
159 54 129 30 28 
160 50 1~5 17 24 
161 54 121 09 22 

t -

( 457') 

{入=107045'E
封震央{1 cp = 36045'N 

緯 (N)I cp 

45' 30 53' 
42 6 55 
45 7 06 
03 10 53 
44 13 10 

16 16 45 
)7 24 21 

133 8 
29 59 I 
42 ，31 

37 53 12 



第四国(其り1) (地震計:Wiecherも式〉
VN. VE， Vzは夫々の成-分の培卒 Aも;時差 原記象xO.4
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事 19 闇(其のわ(地震計:Wiecherも式〉

VN，V民、Vzは夫々の成分の培率 .1t: 時差l~r'-て原記象 xO.48
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r) 

ヲたに上記 10観測所に出現した L相によって英の質駄がなす水平成分の振

動の軌道を調査した 邸ち各々之等 10観測所で L相が稜現してから最初に

打った刻時から計り記象紙上に於て 5nlln告きに等間隔に切った貼に於ける波

の振幅を東西動成分及び南北動成分で、讃取り，之等を順次に合成して行くので

ある.譲み取った範園は各観測所で，多少臭ってゐるが，大鐘 L相の〆格り迄

を取る事にした.斯くして得た結果を圏示すると，第 20園の様に在る.此の

園で、振幅は譲取った佳の値で、あって倍率で、除して左いからy 員α{直とは異るが

d 水平動の倍卒は各々その傍に記載しである逼仏各成分で、大差主主いので、此の偉

集 1O 表 の値で大略の振動方向を出すには差支友

八丈島'
イ由
蓋岡柿

福富 ， 崎島

一一一 島
前 橋
名古屋
輪 島
J大 阪

神宮・ 時戸

屋久島

蓋演
閏

東

A 
100。
+ 
530 ， 29' 
53 44 
53 59 
54 01 
54 01 

54 45 
54 54 
56 20 
56 46 
57 22 

57 40 
59 53 
60 04 
60 13 
、61 54 

1.5 
1.1 
0.6 

00 .• 6 8 

2、2
0.1 
2.3 
1.2 
0.1 

2.2 
0.9 
. 0.6 
0.8 
1.6 

い諜である.各国に於て示‘した直線の矢

印は封震央の方向を示すものである.

第四国及び第20園によれ L相の振

動方向は各地に於て，その進行方向を合

む鉛直面内に振動してゐる事が明瞭で'あ

る.此の事賓は水平動成分に闘しては L

相は.Rayleigh的の振動をする波である

と云ふ事に在る.失に仙墓 Ccp::::7006')， 

柿岡 (cp二 10053')，富崎 (cp=13つ10')

等に於てはy 之等の振動方向が何れも東

西動が極めて卓越してゐるから?東西動成分の振幅と之に封磨、する上下動成分:

の振幅を組合せて東西ー鉛直面内の振動の軌道を描いて見るとy闘の如く何れも

Rayleigh波的の振動方向と一致してゐる.

叉第10表には上記各観測所で特られた L波の最犬振幅の水平動及び上下動

成分の値の土とを掲げた・此等の値の中で前橋及び木阪の 0.1と云ふ甚だしい

値も含めて凡てを平均したも値は 1.11と在る.

以上要するに此の項で得られた凡ての結果比今取扱ってゐる L相(一番始

めに出現した表面波〉が Rayleigh波的のものであるととをよく示してゐる

7. _ W
2波の験測結果及び K の値

本邦各地観測所に於せ得られた vV'l.の観測結果に就いて一調査した結果の概

(460) 



策 ， ~w' 園。(其の 1)

L波の張動方向〔水平面内の振動〕 矢印:封震央方向 @:振動の起動
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第 20 固く其のめ

L波の接動方向 〔東西一鉛直面内の振動JC矢印 I~ 波の並行方向〉
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柿岡 97=10053' 
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D 

宮崎 97=13010' 

要をヨえに述べる.護現時に関する値は第 2表に示す.

W2は前の振動に重複じてゐる震に共の護現が極めて明瞭と云ふ諜には行か

なかった.そのうちでも比較的明瞭に後現時を指摘し得た所は，潮岬，盛岡，

屋久島及び大郎である.上記 4観測所の記象は凡て第19固に掲げてある.此

の中でも盛岡では特に明瞭に記録されてゐるので(第21園〉に掲げると ¥V2で

も Lの様に東西動成分の方が大きく記録されてゐる，第 22闘に、W2 の水

(462) 
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第 21 間

.盛岡くa=153041') V~=82 VB=81 d.t= +32.8 
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同:(::二己主ーとごごここ二二(( 「ー

千動成分に於ける最大振幅の大きさと方向を示したが，国で、山N"zの振動は大韓

に於て封震央と観測所を結ぶ方向に振動して居る事が解る.此の事賞は大陸を

策 22 園

本邦附近に於け'る W2 の振動方向

，遁って L と反封方

向に進行して来た表，

6

面波の質黙の運動が

L と同様に大韓進

行方向を含む鉛直面

内に運動する事を示

，してゐる.第 11表

にはvVzの最大振幅

と此れに封庭、才る週

期を表示する.

Wzの後現時は上

記の如く明らかで、友かったが，之等の観測値を園示すると第23国の様に友る

第四表には盛岡，潮岬，大郎等の比較的に設現時の明瞭た観測所のみの

値を使って計算した表面波の速度を示す.表で vVz-Lとあるのは Lと W'!.

27rR-2A(1) 
ρ後現時を小 t1，むとすれば v= ん刊1 の式から求めたものである但

(1) B. Galitzin; Vorlesungen uber Seismometrie Kapi蛇12. p.78. 
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繋 11 表 W。の最大振幅及び週期

~ W2の最大振幅 羽T2の週期
観測所 100。

MN I岨|
合成値 平均

+ 
Mz Tz 

盛時
μ 
15μ 6 

μ 県L 移-
23.秒5、

秒、

23.秒5 530 41' 156 

仙蚕 53
0 A4' 7 37 60 70.8 17.8 26.2 23.5 22.1 

柿岡 530. 59' 20 48 一 51 17 22 19.5 

宮崎 540 01' 215 一 27.8 

屋久島 600 04' 100 231 135 286 28.5 34 32.5 31.6 

潰田 600 13' 22 169 100 190 29 31 25 28.3 

稲岡 610 15' 92 35 一

蓋東 610 54' 180 79 197 36.5 30 33.2 

大丘[)630 09' 21 127 一 129 22 33 27.5 

潮岬 560 53' 49 59 77 20 20.5 
/ 

事 12 表

A I vV2-L I L IL十VV21地球を一周するに要する時間
K34H./3日0eG k4H.0/F2 506 k3IH.7/日9eC k3p.e8/s9 eo h 111 日

盛岡 153.07 2 51 15.1 

潮岬 156.09 3.34 4.00 3.82 3.90 2 50 59.5 

ブ♀ lfi) 163.02 3.11 3.98 3.79 3.88 2 51 45.7 

平均 一 3.25 4.00 3.80 3.89 2 51 20. 

第四表

15LVh 2 

11 

A W2 親日tl 所 10+ 00 観測所 1000 

C+ヲ
5h 

530 
E12 38.8 、 m 日

盛 岡 41' 
iE13 3~.8 高

知 580 43' 12 44 

イ山 墓 530 44' 13m 3lS 市中 戸 570 40' 12 50 

柿 岡 530 59' 14 41 ，』三}ー一r. 崎 590 53' 12 06 

富， 時 540 01' 14 15 潰 田 600 13' 11 08 

一一一 1島 540 45' 11 58 F員 岡 610 15' ]2 00 

亀 山 560 41' 12 ・ 00 憂 東 610 54' 11 30 

潮 岬 560 53' 
36.5 
大. 町五日 630 09' 1;) 11 11 

大 阪 570 22' 12 37 墓 北 630 25' 9 57 

豊 岡 58':'. 09' 10 35 
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集 23 園

103
m 

14-
102
m 

会 13 IQI"" '走

100
m 時現

12 

日寺

ItY 
99'" 

10 
9Sm 

， .showl 十 I I I I I I I I I 1." I Iー193m
• '.・ 151"152' 153' 154'.155' 155' 157" l58' 159' 16σ161・162'163' 164・165'

震央距離.

しR は地球の宇径とする.叉 L及び W'2に就ては夫々その通過した距離を

それに要した時間(定時〉で除した値(子均速度)を掲げてある.即ち Lは主

〆として太平洋底を遁過した表面波の平均速度で約 4.00km/sec vV'2は大西洋，

ョーロツノミ，アジア大陸を通過して来たものi速度七，約 3.8km/secである

から，前者の方が約 0.2km/sec 速い事に在る.叉 L'と vV2の走時から表面、

‘波が地球を一周するに要する時聞を出じ丸、地球を一周する時の平均速度を出

すと約 3.89km/secになる.(表には L+vV'2と記しである).向表末にじと vV2

の走時から表面波が地球表面を一周するに要する時聞を輿へである.

K の値:ー

表面波に関する吸収係数 K の値は従来大地震の観測の際に屡々得られたも

のであるが，本邦に於て此度求めた値を衣に掲げる.(第 14表)此度の方法は

Lの最大娠幅の合成値(三成分，叉は二，成分〉と VViの最大振幅の合成値と

を比較して求めたものでy 計算に使用した式は次の如きものである.

(1) B. Galitzm: Vorlesungenuber Seismomeもrie.Zweites Kapitel. 
G. Angenhei品目 Handbuchder' ExperiInen拘lphysikBd.、 25.II.白il
(1931)普6die;Haupもwellenp. 515 

/ 
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、J
， 

よ=子e-k!:J. (但 J∞去:表面波のエネルギ-)
-A=1Eemoooo÷企〉
r 

/空!¥2( T'J V _ "，_kr40nnn_川 1
¥T1ハム/可

γ 一一一
。"1: L波の最大振幅
α2:喝 1司T2波のグ

空:1.: L波の遇期

T2: ，W2波のグ

B.GuteJLLrgピよれば表面波の通過した経路が日本一太平洋一アメリカの

時， i3Pち太平洋を湿る時は，KニO.00036CTニ20秒)で，チリーヲヨ一回ツパの時

は 0.00013となってゐる.(此の事賓は Angenlieistel'に依つでも確認されてゐ

る)即ち大洋を遁過した草は大陸を通過した K よりもー一般に大きい事になる.

ぃ集 14 表

観
測
所

A 週 、 期
観 前u f所 1000 ;K  成 分

+ L W 2 

k-m 1 s 日

盛 岡 530 41' 0.00074 ¥ E 26 23.5 

イ由 憂 530 44' 0.00043 Z.I王 30.0 22.1' 

柿 岡 '530 59' 0~00010 H 35 20 

湖 自甲 560 53' 0;00046 E王 '31.0 20.5 

宮 崎 590 53' 0ょ00007 Z 33.5 27.8 
、、

屋久 島 600 04' 0.00024 Z.I王 34 31.6 

潰 回 600 13' 0.00035 Z.H 35.8 28.3 

蓋 東 6e 54' 0.00006 H 、 34.7 33.2' 

大 Jif~ 630 09' 0.00044 H 34.3 27、5

踊 岡 610 15' 0.00014 E'  41.5 35 

成分の欄:Z.E.H 等とあるのは夫々上下動.東西動.水平動(合成値)
の事であり.Z.Hは 3成分の合成値の事である.

此度本邦各地観測所に於て LとVV2 とから求めた Kの値は表(14表〉の如

く平均 0.00029"とたってどちらかと云へば，大洋を通過Lて来た表面波の吸

αヨB.Guもenberg;. ，BeobachもungenErdbebenwelle~l.s 86 "p.， 256~ 
(2) Geophysik Bd. 25 IIもeil(1931) S 6. die Hauptwellen.' 
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A故係教に近、い値である.

8.結語

昭和 14年 1月 25日の智利の大地震に就て行った調査の主在る結呆を次

μ乙列記する.

(1) 震央は 36045'8972015'wy震源K於ける議震時は 3h32m 10s(G.lVl.T) 

と求められ，文震源の深さは極めて浅いと推定される.

ぐ2) 世界各地の観測結果によりプ各相の走時曲線を作り， 之等と Macel-

wane，の走時曲線とを比較したい

{3) 本邦の各地観測所の地震記象紙に基き諸相の走時を求め Macelwane，

Gutenberg & Richter等の走時と比較した.Lの走時は Efae己lwaneの走

時と 2分徐り異る.Lの走時曲線から求めた表面波ω速度は此の範園で

V=3.67 kmjsecである.

{4) 本邦に於ける観測に依りJY，pp，SSF L等の最大振幅及び週期を求め.
此等が震央距離によって餐化する欣態を調べた.此の際 88及び Lの水

平成分が各地に於でy その波の進行方向に卓越する事を確認した.従って

SSはsv的の波である事が解った.叉 L は Rayleigh波の如き振動を
する事が認められた.命 1500く.d<1640の間で，Lの振幅の減衰は見掛上

旬 A の -0.55乗に比例する事が解った.

'(5) Lの振動方向を確認する$VL10観測所を選び L の水平成分の描く

振動の軌道を作った庭がF 殆 E封震央の方向~pち波の進行方向に向いてゐ

る.叉東西動の卓越したる観測所で東西動と上下動成分を組合せて東西ー

鉛直面内に於ける振動の軌道を描いた所がy質票占がRayleigh波と同じ向き

の廻持運動を示した.本邦で L の上下動と水平動の最大振幅の比は平均

1.11と在った此等の値は凡て Lが Rayleigh波である事を明示してゐ

る。

ち(6) 'N2 の験測を注し，1500くA;く1640の閣で、走時曲線を作った.本邦各地

の "¥V2 による振動の主た方向は封震央に向いでゐる.Lの走時と "¥V2の

走時から表面波の子F均速度を求めると F 太平洋を通った表面波の速度が最

も大きかった.叉之等の値からF 表面波が地球を一周するに要する時間を

('467 ) 



なめると平均 2時 51分 20秒と在る.叉本邦の大部分の観測所で得られ

た W'l.及び Lの最大振幅を比較して吸収係数 Kを求めると，平均0.00029

なる値を得た.
七
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格りに臨み絡始，御鞭蓮御指導干さいました中央気象憂本多先生r深く感謝
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